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の962.1人から一旦急激に減少したものの，50年代
から増勢に転じ，平成13年に934.6人となった。そ
の後，減少に転じ，21年には717.6人となった。次
に，自動車保有台数 1万台当たりでみると，昭和43
年の619.6人から，ほぼ一貫して減少を続け，平成
3年には130.6人までに減少し，その後，横ばいと
なり，21年には115.7人となった。
死者数を人口10万人当たりでみると，昭和45年ま
で年とともに増加し，同年には16.2人となったが，
46年以降は減少に転じ，平成に入り一時増加したも
のの，21年には3.9人となった。次に，自動車保有
台数 1万台当たり，自動車 1億走行キロ当たりでみ
ると，昭和50年代半ばまで順調に減少してきた後
は，漸減傾向が続いている（第1-3図）。
なお，本報告における交通事故統計の数値は，原
則として警察庁の交通統計による数値であり，交通

事故死者数は，24時間死者数である。
このほかに，交通事故発生後30日以内に死亡した

者（30日以内死者）の数を集計したものがあり，平
成21年は5,772人となっている。
さらに，交通事故を原死因とする死亡者（事故発

生後 1年を超えて死亡した者及び後遺症により死亡
した者を除く。）を計上している厚生労働省の人口
動態統計について，警察庁では，陸上交通事故死亡
者数から，明らかに道路上の交通事故ではないと判
断された者を除いた数を「厚生統計の死者」として
計上しており，20年は7,314人となっている（第1-1
図）。
30日以内死者数と厚生統計の死者数も近年，24時

間死者数と同様の減少傾向を示している（参考－ 4
参照）。

 第1-3図 人口10万人・自動車保有台数1万台・自動車1億走行キロ当たりの交通事故死傷者数及び死者数の推移
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注　 1　死傷者数及び死者数は警察庁資料による。
　　 2　自動車保有台数は国土交通省資料により，各年12月末現在の値である。保有台数には，第 1種及び第 2種原動機付自転車並びに小型特殊自動車を含まな

い。
　　 3　自動車走行キロは国土交通省資料により，軽自動車によるものは昭和62年度から計上された。

第2節　平成21年中の道路交通事故の状況
1概況
平成21年中の交通事故発生件数は73万6,688件で，
これによる死者数は4,914人，負傷者数は91万115人
であった（死傷者数は91万5,029人）。
前年と比べると，死者数は241人（4.7％），発生

件数は 2 万9,459件（3.8％），負傷者数は 3 万5,389
人（3.7％）減少した（死傷者数は 3 万5,630人
（3.7％）減少）。
交通事故による死者数は 9年連続で減少し，昭和

27年（死者数4,696人）以来57年ぶりに 4 千人台と

第1章　道路交通事故の動向
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なり，ピーク時（昭和45年： 1 万6,765人）の 3 割
以下となった。また，平成16年に過去最悪を記録し
た発生件数（95万2,191件）及び負傷者数（118万
3,120人）も 5 年連続で減少し，負傷者数は10年振
りに100万人以下となった前年を更に下回ったもの
の，いまだ多くの尊い命が交通事故の犠牲になって
おり，依然として憂慮すべき交通情勢にある。
近年，死者数が減少した要因としては，基本的に
は，道路交通環境の整備，交通安全思想の普及徹
底，安全運転の確保，車両の安全性の確保，道路交
通秩序の維持，救助・救急体制等の整備等，交通安

全基本計画に基づく諸対策を総合的に推進してきた
ことによるが，定量的に示すことができる主な要因
としては，①シートベルト着用者率の向上（第1-4
図），②高速走行の事故の減少（第1-5図），③飲酒
運転等悪質・危険性の高い事故の減少（第1-6図），
④法令違反の歩行者の減少（第1-7図），等が挙げら
れる。

2交通死亡事故等の特徴
⑴年齢層別交通事故死者数及び負傷者数
平成21年中の交通事故死者数を年齢層別にみる

 第1-4図 シートベルト着用者率及び致死率（自動車乗車中）の推移
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注　 1　警察庁資料による。
　　 2　シートベルト着用者率＝シートベルト着用死傷者数（自動車乗車中）÷死傷者数（自動車乗車中）×100
　　 3　致死率（自動車乗車中）＝死者数（自動車乗車中）÷死傷者数（自動車乗車中）×100

 第1-5図 危険認知速度別交通事故件数（一般道路）及び死者数の推移
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注　 1　警察庁資料による。
　　 2　危険認知速度とは，自動車又は原付運転者が，相手方車両，人，駐車車両又は物件等（防護さく，電柱等）を認め，危険を認知した時点の速度をいう。
　　 3　死亡事故率＝死亡事故件数÷交通事故件数×100

陸上交通　第1部　道路交通第1編
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と，65歳以上の高齢者（2,452人）が17年連続で最
も多く，全死者数に占める割合は，65歳以上の高齢
者の人口構成比（22.7％：総務省統計資料「人口推
計（平成21年10月 1 日現在）」による。）の 2倍を超
える49.9％となっている。
前年と比べると，60～64歳（13人増）以外の年齢
層で減少しており，特に30～39歳（53人減），65歳
以上（47人減），50～59歳（45人減）が大きく減少
した（第1-8図）。
年齢層別の交通事故死者数の推移をみると，近年
はすべての年齢層で減少傾向で推移しており，過去
10年間では，特に16～24歳の若者の減少傾向が顕著

である（第1-9図）。
交通事故負傷者数を年齢層別にみると，30～39歳

（17万3,715人）と16～24歳（15万1,079人）が多く，
両者で全体の35.7％を占めている。前年と比べると，
16～24歳（ 1 万221人減）と50～59歳（9,515人減）
が特に減少した（第1-10図）。
⑵状態別交通事故死者数及び負傷者数等
平成21年中の交通事故死者数を状態別にみると，

歩行中（1,717人）が最も多く，次いで自動車乗車
中（1,600人）となっており，両者で全体の67.5％を
占めている。前年と比べると，特に自動車乗車中
（110人，6.4％減）及び二輪車乗車中（104人，

 第1-6図 飲酒運転・最高速度違反による交通事故件数及び死者数等の推移
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注　警察庁資料により作成。

 第1-7図 歩行中の死傷者数及び違反あり歩行者の死傷者数の推移
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注　 1　警察庁資料による。
　　 2　歩行者の死傷者数は，相手当事者が自転車などの軽車両の場合を除く。
　　 3　歩行者の致死率（違反あり・なし）＝歩行中死者数（違反あり・なし）÷歩行中死傷者数（違反あり・なし）×100
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10.5％減）で減少数（241人）の約88.8％を占める減
少となった。（第1-11図）。
交通事故死者数に占める割合が最も多い65歳以上
の高齢者について状態別にみると，歩行中がほぼ半
数（49.0％）を占め，次いで自動車乗車中（24.1%），
自転車乗用中（18.1%）の順に多い（第1-12図）。
前年と比べると，原付乗車中（41人，20.7%減）

が特に減少した。
状態別の交通事故死者数の推移をみると，近年は

すべての状態で減少傾向にあり，過去10年間では，
特に自動車乗車中の減少が顕著であり，平成20年か
らは歩行中の死者数を下回っている（第1-13図）。
交通事故負傷者数を状態別にみると，自動車乗車

中が56万1,692人と最も多く，全負傷者数の61.7％を
占めており，次いで自転車乗用中が15万5,581人
（17.1％）となっている（第1-14図）。
⑶状態別・年齢層別の交通事故死者数
平成21年中の状態別の交通事故死者数を年齢層別

 第1-8図 年齢層別交通事故死者数（平成21年）
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注　警察庁資料により作成。

 第1-9図 年齢層別交通事故死者数の推移
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にみると，次のような特徴がみられる（第1-15図）。
①　自動車乗車中については，65歳以上の高齢者
が全体の37.0％と最も多くを占めている。
②　自動二輪車乗車中については，16～24歳の若
者が全体の30.9％と最も多くを占めている。
③　原動機付自転車乗車中については，65歳以上
の高齢者が全体の43.7％と最も多くを占めている。
④　自転車乗用中及び歩行中については，65歳以

上の高齢者が，それぞれ全体の64.0％，70.0％と最
も多くを占めている。
また，平成21年中の状態別・年齢層別の交通事故

死者数を前年と比較すると，50～59歳の自動車乗車
中（46人減）と65歳以上の原動機付自転車乗車中
（41人減）が特に減少した。その他では，30～39歳
の自動車乗車中（37人減），40～49歳の自動車乗車
中（21人減），65歳以上の自転車乗車中（21人減）

 第1-10図 年齢層別交通事故負傷者数の推移
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　　 2　（　）内は，年齢層別負傷者数の構成率（％）である。

 第1-11図 状態別交通事故死者数（平成21年）
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 第1-12図 高齢者の状態別交通事故死者数の推移
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 第1-13図 状態別交通事故死者数の推移
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等が減少し，逆に50～59歳の自転車乗車中（12人
増），65歳以上の歩行中（11人増）が増加した（第
1-16図）。
⑷男女別・状態別の交通事故死者数
平成21年中の交通事故死者数を男女別にみると，
男性は自動車乗車中が36.7％を占め，女性は歩行中
が52.4％を占めた。
10年前と比べると，男女とも減少しているが，男
性の減少（47.7％減）が顕著である。状態別でみる

と，特に自動車乗車中が大きく減少しており，男女
とも半数以下となった（第1-17図）。
また，年齢層別にみると，65歳以上の女性の歩行

中の占める割合と16～24歳の女性の自動車乗車中の
占める割合が高い（第1-18図）。
⑸飲酒運転による交通事故発生状況
平成21年中の原付以上運転者（第 1当事者）の飲

酒運転による交通事故件数は5,725件（構成率0.8％）
で，前年と比べると494件（7.9％）減少した。交通

 第1-14図 状態別交通事故負傷者数の推移
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注　 1　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
　　 2　（　）内は，状態別負傷者数の構成率（％）である。

 第1-15図 平成21年中の状態別・年齢層別交通事故死者数
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死亡事故発生件数は292件（構成率6.1％）で，前年
と比べると13件（4.3％）減少した（第1-19図）。
過去10年間の推移をみると，飲酒運転に対する罰
則等が強化された14年以降の減少が顕著であり，さ
らには，18年 9 月以降の飲酒運転根絶に対する社会
的機運の高まりや，19年 9 月の飲酒運転の厳罰化等
により，21年中の交通死亡事故発生件数は10年前の
約 4分の 1（平成11年に比べ76.8％減）に減少した
（第1-19図）。

また，飲酒運転による交通事故発生件数を月別に
みると，18年 9 月以降の減少が顕著である。（第
1-20図）。
⑹シートベルト着用の有無別死者数
平成21年中の自動車乗車中の交通事故死者数を

シートベルト着用の有無別にみると，非着用は716
人で，前年に比べて100人（12.3％）減少した（第
1-21図）。
過去10年間のシートベルト非着用の交通事故死者

 第1-16図 平成21年中の状態別・年齢層別交通事故死者数（対前年比）
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 第1-17図 男女別・状態別交通事故死者数（平成21年）

死
者
数

歩行中
自転車乗用中
原付自転車乗車中
自動二輪車乗車中
自動車乗車中

408人（24.5%）
888人

（31.8%）

1,192人
（36.7%）

2,983人
（48.0%）

97人
（5.8%）

174人
（6.2%）502人（15.4%）

722人
（11.6%）

25人
（1.5%）

21人
（0.8%）

262人（8.1%）

599人
（9.6%）

257人（15.5%）

400人（14.3%）

438人（13.5%）

632人
（10.2%）

871人
（52.4%）

1,662人

1,303人
（46.7%）

2,792人846人
（26.0%）

3,252人

1,268人
（20.4%）

6,214人

21年11年21年11年
女男

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（人）

自動車乗車中が
多い

歩行中が
多い

注　 1　警察庁資料により作成。ただし，「その他」は省略している。
　　 2　（　）内は，構成率である。

陸上交通　第1部　道路交通第1編



15

数を乗車位置別にみると，シートベルト着用者率の
向上に伴い，各席とも非着用の交通事故死者数は減
少する傾向にある（第1-22図）。
平成21年中の自動車乗車中の死傷者をシートベル
ト着用有無別の致死率でみると，非着用者の致死率

は着用者の12.9倍と高くなっている（第1-23図）。
⑺チャイルドシート使用の有無別死傷者数
平成21年中の 6歳未満幼児の自動車同乗中の死者

数は，19人（うちチャイルドシート使用は 7人）で
あり，重傷者数は102人であった（第1-24図）。

 第1-18図 男女別・状態別・年齢層別交通事故死者数（平成21年）
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注　 1　警察庁資料により作成。ただし，「その他」は省略している。
　　 2　（　）内は，構成率である。

 第1-19図 原付以上運転者（第1当事者）の飲酒運転による交通事故件数，交通死亡事故件数の推移
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チャイルドシートの使用者率（ 6歳未満幼児の自
動車同乗中死傷者に占める使用の死傷者の割合）は
70.5％であり，前年と比較すると2.7%上昇し，16年
以降漸増傾向にある。
6歳未満幼児の自動車同乗中の致死率及び死亡重

傷率をみると，チャイルドシートの使用者率の向上
に伴い，10年前に比べ致死率は横ばい傾向にある
が，死亡重傷率は減少する傾向にある（第1-25図）。
平成21年中のチャイルドシート使用有無別の死亡

重傷率をみると，正しく使用した場合に比べ，不使

 第1-20図 飲酒運転による月別交通事故件数
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注　警察庁資料による。

 第1-21図 シートベルト着用の有無別自動車乗車中死者数の推移
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用者は4.1倍，不適正使用者は7.1倍であり，致死率
をみると，それぞれ13倍，27.3倍となる（第1-26図）。
⑻月別，曜日別，昼夜別交通事故発生状況
平成21年中の交通事故発生状況を月別，曜日別，
昼夜別にみると次のとおりである。
ア　月別交通事故発生状況
交通事故発生件数，交通事故死者数ともに12月が
ピークとなっており，年の後半に多くなる傾向が続

いている。また，平成21年中の交通事故死者数は 5
月， 9月，11月を除く月で前年を下回った（第1-27
図）。
イ　曜日別交通死亡事故発生件数
曜日別一日平均交通死亡事故発生件数をみると，

金曜日（13.7件），月曜日（13.6件），土曜日（13.4
件）の順に多い（第1-28図）。
ウ　昼夜別交通事故発生状況

 第1-22図 乗車位置別シートベルト非着用者及びシートベルト着用者率の推移
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注　警察庁資料による。ただし，「その他（バス等）」は省略している。

 第1-23図 座席位置別・シートベルト着用有無別致死率（平成21年）
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交通事故全体でみると，夜間の発生が約 4分の 1
（26.2％）であったのに対して，交通死亡事故でみ
ると，夜間の発生が，ほぼ半数（48.7％）であった。
昼夜別の交通死亡事故発生件数の推移をみると，平
成18年までは夜間の発生が昼間の発生を上回ってい
たが，平成19年からは昼間の発生が上回っている
（第1-29図）。

⑼道路形状別交通死亡事故発生件数
平成21年中の交通死亡事故発生状況を道路形状別

にみると，交差点内が最も多く（37.8％），次いで
一般単路（交差点，カーブ，トンネル，踏切等を除
いた道路形状をいう。）（33.1％），カーブ（15.9％）
の順になった（第1-30図）。

 第1-24図 チャイルドシート使用有無別死者数及び重傷者数の推移
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注　警察庁資料により作成。ただし，「使用不明」は省略している。

 第1-25図 チャイルドシート使用者率，致死率及び死亡重傷率の推移
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⑽第1当事者別の交通死亡事故発生件数
平成21年中の第 1当事者（交通事故の当事者のう
ち，過失が最も重い者又は過失が同程度の場合は被
害が最も軽い者をいう。）の交通死亡事故発生件数
を車種別にみると，自家用乗用車（50.6％）及び自
家用貨物車（19.0％）で全体の約 7割を占めている
（第1-31図）。

自動車運転者が第 1当事者となった交通死亡事故
発生件数は，減少傾向で推移している。10年前と比
較すると，16～24歳の若者は約 3分の 1に減少した
のに対し，65歳以上の高齢者は横ばいである（第
1-32図）。
⑾法令違反別交通事故発生件数
原付以上運転者（第 1当事者）法令違反別で交通

 第1-26図 チャイルドシート使用有無別致死率及び死亡重傷率（平成21年）
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注　警察庁資料により作成。

 第1-27図 交通事故死者数及び事故発生件数の月別推移
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死亡事故発生件数をみると，安全運転義務違反が
57.0％を占め，中でも漫然運転（15.3％），脇見運転
（13.8％），安全不確認（10.7％）が多い（第1-33図）。
⑿事故類型別交通死亡事故発生件数
平成21年中の交通死亡事故発生件数を事故類型別
にみると，車両相互事故が最も多く（43.8％），以
下，人対車両（34.8％），車両単独（20.7％）の順と
なっている。さらにその内訳をみると，出会い頭衝
突（16.0％），その他横断中（横断歩道・横断歩道
付近以外での横断中）（15.1％），工作物衝突
（13.8％），正面衝突（11.1％）が多い（第1-34図）。

3高速自動車国道等における交通事故発生状況
⑴概況
高速自動車国道等（高速自動車国道及び指定自動

車専用道路（道路交通法第110条第 1 項の規定によ
り国家公安委員会が指定する自動車専用道路）をい
う。以下同じ。）における平成21年中の交通事故発
生状況は，交通事故発生件数 1 万1,112件（うち交
通死亡事故161件），交通事故死者数178人，交通事
故負傷者数 1万9,271人であった（第1-35図）。
前年と比較すると，交通事故死者数は15人（7.8％）

減少し，交通事故負傷者数は1,148人（6.3％）増加

 第1-28図 曜日別一日平均死亡事故発生件数
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注　警察庁資料により作成。

 第1-29図 昼夜別死亡事故件数及び交通事故発生件数の推移

夜間の死亡事故
の減少が顕著

594,636件

646,285件

661,690件

660,628件

672,262件

684,490件

673,196件

639,167件

611,679件

562,108件

255,727件（30.1%）

285,649件（30.7%）

285,479件（30.1%）

276,093件（29.5%）

275,731件（29.1%）

267,701件（28.1%）

260,632件（27.9%）

247,697件（27.9%）

220,775件（26.5%）

204,039件（26.6%）

600,000400,000200,0000
交通事故発生件数

昼間 夜間

3,933件

3,889件

3,892件

3,757件

3,583件

3,391件

3,206件

3,013件

2,800件

2,538件

4,748件（54.7%）

4,818件（55.3%）

4,522件（53.7%）

4,236件（53.0%）

3,873件（51.9%）

3,693件（52.1%）

3,419件（51.6%）

3,134件（51.0%）

2,787件（49.9%）

2,487件（49.5%）

01,0002,0003,0004,0005,000

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

543,746件
192,942件（26.2%）

2,448件
2,325件（48.7%）

平成21年

死亡事故件数（件） （件）

注　 1　警察庁資料により作成。
　　 2　（　）内は，構成率である。
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した。
⑵死亡事故率
高速自動車国道等は自動車専用の道路であり，原
則として上下線が分離されていることなどから事故
率は低く，高速自動車国道についてみれば，平成21
年で 1 億走行台キロ当たりの交通事故発生件数は
7.8件である。
しかし，高速自動車国道等は高速走行となるた
め，わずかな運転ミスが交通事故に結びつきやす
く，事故が発生した場合の被害も大きく，関係車両
や死者も多数に及ぶ重大事故に発展することが多

い。このため，死亡事故率は，その他の道路の約2.3
倍である。
⑶事故類型別及び法令違反別発生状況
平成21年中の高速自動車国道等における事故類型

別交通事故発生状況は，車両相互の事故が事故全体
の85.8％，車両単独事故が12.9％で，車両単独事故
の割合がその他の道路（4.7％）に比べ高い。
車両相互の事故では，車線上の停止車への追突が

最も多く，次いで走行車への追突の順である。
車両単独の事故では，防護さく等への衝突が最も

多く，次いで中央分離帯への衝突の順である。

 第1-30図 道路形状別死亡事故発生件数（平成21年）

踏切・その他
62件（1.3%）

交差点内
1,805件
（37.8%）

交差点付近
490件

（10.3%）

一般単路
1,578件
（33.1%）

カーブ
758件

（15.9%）

トンネル・橋
80件（1.7%）

交差点
2,295件
（48.1%）

単路
2,416件
（50.6%）

合　計
4,773件

注　 1　警察庁資料による。
　　 2　（　）内は，発生件数の構成率である。

 第1-31図 車種別（第1当事者）死亡事故発生件数（平成21年）

乗用車
58件（1.2%）

貨物車
393件
（8.2%）

乗用車
2,413件
（50.6%）

貨物車
909件

（19.0%）

自動二輪車
349件（7.3%）

原動機付自転車
242件（5.1%）

自転車
227件（4.8%）

歩行者
 120件（2.5%）

その他・不明
62件（1.3%）

事業用
自動車
451件
（9.4%）

自家用自動車
3,322件
（69.6%）

二輪車
591件

（12.4%）
合　計
4,773件

注　 1　警察庁資料による。
　　 2　（　）内は，発生件数の構成率である。

 第1-32図 自動車（第1当事者）運転者の若者・高齢者別死亡事故発生件数の推移
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注　 1　警察庁資料による。
　　 2　平成11年を 1とした指数。
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また，平成21年中の高速自動車国道等における法
令違反別発生状況をみると，安全運転義務違反が
90.2％を占め，前方不注視（43.2％），動静不注視
（21.5％），安全不確認（10.9％），ハンドル操作不適
（7.0％）が多い。
⑷昼夜別交通事故発生状況
平成21年中の高速自動車国道等における昼夜別交

通事故発生状況をみると，交通事故全体では昼間の
発生（69.9%）が夜間の発生（30.1%）の約2.3倍と
なっているが，交通死亡事故でみると，昼間の発生
（54.7％）が夜間の発生（45.3％）の約1.2倍となっ
ており，死亡事故率では夜間（2.2％）が昼間
（1.1％）の 2倍となっている。

 第1-34図 事故類型別死亡事故発生件数（平成21年）

横断歩道
横断中
480件
（10.1%）

その他
横断中
722件
（15.1%） 対・背面通行中

206件（4.3%）

その他
252件
（5.3%）

出会い頭衝突
765件（16.0%）

正面衝突
532件

（11.1%）

追突
238件
（5.0%）

右折時衝突
282件
（5.9%）

その他
275件
（5.8%）

工作物衝突
658件

（13.8%）

路外逸脱
166件（3.5%）

その他　162件（3.4%） 列車
35件（0.7%）

人対車両
1,660件
（34.8%）

車両相互
2,092件（43.8%）

車両単独
986件

（20.7%）

合　計
4,773件

注　 1　警察庁資料による。
　　 2　（　）内は，発生件数の構成率である。
　　 3　横断歩道横断中には，横断歩道付近横断中を含む。

 第1-33図 法令違反別（第1当事者）死亡事故発生件数（平成21年）

合　計
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操作不適
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（10.3%）
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（15.3%）
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酒酔い運転
64件（1.3%）
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193件（4.0%）
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206件（4.3%）

歩行者妨害等
288件（6.0%）

優先通行妨害
140件（2.9%）

通行区分違反
204件（4.3%）

追越違反
23件（0.5%）

その他の違反
455件
（9.5%）

歩行者
120件（2.5%）

当事者不明
30件（0.6%）

安全運転義務違反
2,722件
（57.0%）

注　 1　警察庁資料による。
　　 2　（　）内は，発生件数の構成率である。
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 第1-35図 高速自動車国道等における交通事故発生状況の推移
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注　警察庁及び国土交通省資料による。
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